
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本
部
町
の
塩
川
港
で
は
２
４
日
、
岸
壁
に
２
隻
の

石
材
運
搬
用
の
ガ
ッ
ト
船
２
隻
が
着
岸
し
、
ダ
ン
プ

カ
ー
が
琉
球
セ
メ
ン
ト
の
鉱
山
か
ら
運
び
込
ん
だ

赤
土
を
積
み
込
む
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
過
剰
警
備
を
コ
ロ
ナ
対
策
に
回
せ
」 

現
場
で
監
視
活
動
を
し
て
い
る
本
部
町
島
ぐ
る

み
の
担
当
者
は
「
ガ
ッ
ト
船
一
隻
で
一
日
ダ
ン
プ
１

５
０
台
分
ほ
ど
し
か
積
み
込
め
ま
せ
ん
。
通
常
の
台

船
へ
の
積
み
替
え
作
業
よ
り
効
率
が
悪
い
の
で
す

が
、
一
カ
月
に
一
度
は
ガ
ッ
ト
船
を
使
わ
な
い
と
県

の
許
可
が
取
り
消
さ
れ
る
の
で
今
日
は
ガ
ッ
ト
船

を
使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
塩
川
港
だ
け
で
㈱
テ
イ

ケ
イ
の
警
備
員
を
１
０
０
人
以
上
配
置
し
て
い
ま

す
。
誰
が
見
て
も
過
剰
警
備
で
す
。
こ
の
税
金
を
コ

ロ
ナ
対
策
に
回
す
べ
き
だ
」
と
怒
っ
て
い
ま
し
た
。 
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市長選で「オール沖縄」の一致点広がった 
 

 

塩川港でガット船が月一度の赤土搬出 

浦
添
西
海
岸
の
未
来
を
考
え
る
会
は
２
３
日
、
浦
添
市
内
で
亀
山
統
一

の
り
か
ず

琉
球
大

助
教
（
日
本
科
学
者
会
議
沖
縄
支
部
）
を
講
師
に
「
浦
添
西
海
岸
を
守
ろ
う
」
の

学
習
会
を
行
い
１
２
０
人
が
参
加
。
講
演
後
多
く
の
意
見
や
感
想
が
交
流
さ
れ
、

「
住
民
運
動
で
浦
添
西
海
岸
を
守
っ
て
い
こ
う
」
と
確
信
が
広
が
り
ま
し
た
。 

亀
山
氏
は
、
那
覇
軍
港
と
浦
添
新
軍
港
を
め
ぐ
る
歴
史
的
経
過
を
整
理
し
て
解

説
し
、
浦
添
軍
港
案
は
既
定
の
事
実
に
と
ら
わ
れ
ず
県
民
は
自
由
に
も
の
が
言
え

る
状
態
に
あ
る
と
報
告
。
ま
た
、
デ
ニ
ー
知
事
が
軍
港
移
設
を
容
認
し
て
も
、
首

長
の
意
思
が
住
民
の
意
思
に
な
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の
意
思
が
首
長
の
意
思
を

決
め
る
の
が
憲
法
の
地
方
自
治
の
あ
り
方
だ
と
報
告
し
ま
し
た
。
亀
山
氏
は
さ
ら

に
、
浦
添
市
長
選
で
伊
礼
ゆ
う
き
候
補
が
敗
れ
た
も
の
の
現
職
候
補
は
公
約
で
は

一
度
も
軍
港
建
設
を
市
民
に
問
う
て
い
な
い
。
一
方
、
選
挙
戦
で
市
民
や
オ
ー
ル

沖
縄
に
結
集
す
る
勢
力
が
こ
ぞ
っ
て
「
軍
港
反
対
、
西
海
岸
を
守
れ
」
の
公
約
を

掲
げ
た
伊
礼
さ
ん
を
支
持
し
、
応
援
し
た
こ
と
は
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
一
致
点
を

大
き
く
広
げ
、
選
挙
戦
を
通
じ
て
「
軍
港
反
対
、
西
海
岸
を
守
れ
」
の
確
固
た
る

運
動
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

学
習
会
で
「
西
海
岸
を
守
ろ
う
」
と
確
信
広
が
る 

 

 

 感染症対策をとりゲート前の監視活動 

 キャンプ・シュワブゲート前では月曜日から金曜日

まで分担して監視活動を続けています。 

月曜と金曜日は県統一連、火曜日は平和運動センタ

ー、水曜日は平和市民連絡会、木曜日はヘリ基地反対

協が責任団体です。 

連日１０数人～２０人程の県民が感染症対策をと

りつつ、抗議のパネルを掲げ、担当者が基地内に入る

工事車両の車種や台数を記録しています。 

連日、２００台前後の生コン車やダンプカーなど工

事用車両が基地内に入り違法工事を続けています。 

（写真右は 24 日、午前 9時過ぎのゲート前） 

やんばるは新緑のシーズン到来 
やんばる地方ではイタジイの木に柔らかな若葉が

芽吹き始め新緑のシーズンを迎えました。緑の山々に
囲まれた集落から見渡す新緑は日増しに輝きを増し、
太陽を浴びた若葉が輝いています。葉緑樹林とのコン
トラストが鮮やかで人々の目を楽しませています。4
月ごろまで見頃です。（写真=名護市三原区で 24 日） 

亀山氏（写真中央奥）は「市長選を通じて辺野古に続いて浦添でも“基地
ノー” “海を守れ”の住民運動が確固として立ち上がった。“オール沖縄”
が保留していた軍港問題に向き合い始め、辺野古・オスプレイ・地位協定だ
けだった一致点を広げる画期的な一歩を踏み出した。基地とのたたかいは必
ず長い取り組みになる。辺野古の場合も９７年の名護市民投票の結果、県知
事が反対を表明した。住民の力で大きな運動をつくって初めて自治体を動か
すことができる」と住民運動の重要性を強調しました。 

県
民
の
監
視
活
動

参
加
者
３
人
に
対

し
、
警
備
員
を
１
０

０
人
以
上
も
配
置

し
て
い
ま
す
。 


